
 

一 

稲
垣
定
穀
の
転
写
本

 

中　

川　
　
　

豊　

は
じ
め
に

　

津
市
津
図
書
館
の
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
稲
垣
文
庫
」
は
、
津
八
町
に
住
し
た
稲
垣
家
歴
代
の
資
料
群
で
あ
る
。
稲
垣
家
は
二
代
信

峯
（
一
六
八
二
‐
一
七
五
五
）
か
ら
江
戸
に
店
を
持
ち
呉
服
商
、
両
替
商
と
し
て
展
開
し
、
代
々
の
当
主
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
明
治

十
二
年
頃
ま
で
伊
勢
商
人
と
し
て
命
脈
を
保
っ
た
。
そ
の
後
九
代
幸
三
郎
（
一
八
八
〇
‐
一
九
六
八
）
が
津
で
肥
料
販
売
業
を
開
店
し
、

大
い
に
繁
盛
し
た
。
稲
垣
文
庫
は
お
よ
そ
こ
の
二
百
年
間
の
集
積
で
あ
る
。
資
料
構
成
は
商
業
文
書
・
古
典
籍
・
絵
図
・
書
画
・
貼
り

交
ぜ
屏
風
・
短
冊
・
絵
図
・
板
木
・
レ
コ
ー
ド
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
三
度
に
わ
た
り
津
市
へ
寄
贈
さ
れ
た（

1
）。

　

な
か
で
も
中
核
を
な
し
て
い
る
の
が
五
代
稲
垣
定さ

だ

穀み

（
一
七
六
四
‐
一
八
三
四
）
に
よ
り
精
力
的
に
書
写
さ
れ
た
絵
図
・
天
文
な

ど
を
中
心
と
し
た
写
本
で
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
ろ
み
に
定
穀
に
よ
る
写
本
を
知
る
べ
く
『
稲
垣
文
庫
仮
目
録
』（
平
成

十
三
年
三
月
、
津
市
図
書
館
）
収
録
の
図
書
館
所
蔵
分
一
五
六
三
点
を
奥
書
・
筆
跡
・
装
訂
・
蔵
書
印
・
内
容
な
ど
を
手
が
か
り
に
粗
々

閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
寄
り
合
い
書
き
や
奥
書
の
み
を
定
穀
が
記
し
た
も
の
・
版
本
へ
の
書
き
入
れ
、
校
正
刷
り
へ
の
加
筆
本
、
実
地
踏
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査
・
測
量
に
お
け
る
記
録
、
定
穀
の
著
書
や
自
筆
稿
本
な
ど
お
よ
そ
二
百
五
十
点
で
あ
る（

2
）。

　

さ
て
、
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
定
穀
の
親
族
・
知
友
な
ど
に
よ
り
転
写
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
寄
贈
さ
れ
て
収
蔵
さ
れ
た
資
料

群
で
あ
る
。
転
写
本
の
中
に
は
定
穀
に
よ
っ
て
親
族
が
派
遣
さ
れ
て
、
あ
る
い
は
貸
出
し
さ
れ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
や
、
中
に
は
巻
頭

部
分
の
み
定
穀
筆
で
ほ
と
ん
ど
本
文
は
別
筆
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
某
氏
か
ら
恵
贈
さ
れ
た
旨
を
記
し
た
識
語
を
持
つ
寄
贈
資

料
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
親
族
・
知
友
と
い
っ
た
周
辺
の
人
々
が
転
写
や
資
料
収
集
に
協
力
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
は
取
り

立
て
て
め
ず
ら
し
い
行
為
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
江
戸
後
期
に
お
け
る
一
地
方
の
民
間
学
者
の
蔵
書
形
成
と
い
う
点
で
重
要
な

様
相
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
何
よ
り
も
名
も
な
き
協
力
者
た
ち
の
存
在
を
蔑
ろ
に
し
た
く
な
い
。
定
穀
が
江
戸
に
店
を
運
営

す
る
一
方
で
、
伊
勢
国
の
絵
図
・
地
誌
作
成
の
た
め
に
国
内
を
闊
歩
し
て
い
た
様
子
は
知
ら
れ
る
が（

3
）、

そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
な

お
さ
ら
の
こ
と
、
転
写
の
協
力
や
蔵
書
な
ど
の
贈
与
は
定
穀
の
学
問
を
支
え
て
い
た
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
親
族
・
知
友
が
写
し

た
資
料
と
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
取
り
上
げ
、
陰
の
協
力
者
達
の
様
相
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
書
名
に
つ
い
て
は
『
稲
垣
文

庫
仮
目
録
』
収
載
分
は
、
書
名
の
上
に
通
し
番
号
を
、
第
二
次
寄
贈
資
料
、
第
三
次
寄
贈
資
料
に
つ
い
て
は
目
録
が
な
い
の
で
そ
れ
ぞ

れ
（
二
次
寄
贈
）（
三
次
寄
贈
）
と
書
名
の
下
に
表
記
し
た
。

一　

書
写
奥
書
に
み
る
親
族
に
よ
る
転
写

　

そ
れ
で
は
義
理
の
息
子
信
實
、
実
子
之
保
・
了
介
、
永
田
勝
子
ら
が
書
写
し
た
と
奥
書
の
あ
る
資
料
を
取
り
上
げ
る
。

信
實
（
一
七
八
六
‐
一
八
六
八
）

　

稲
垣
家
六
代
当
主
。
四
代
信
顯
の
子
。
定
穀
の
娘
三
從
を
妻
と
す
る（

4
）。
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587
『
亜
細
亜
諸
嶋
志
』
の
書
写
奥
書
に
は
、
定
穀
の
筆
跡
で
「
文
化
八
辛
未
秋
九
月
朔
利
明
本
田
先
生
請
秘
蔵
使
信
實
謄
写
焉
」
と

あ
り
（
図
１
）、
本
田
利
明
（
一
七
四
三
‐
一
八
三
一
）
の
秘
蔵
本
を
信
實
に
書
写
さ
せ
た
も
の
。
本
田
利
明
は
定
穀
の
師
。
本
文
脇

に
は
朱
筆
が
み
ら
れ
、
筆
跡
か
ら
定
穀
と
判
断
で
き
る
。
書
写
後
、
定
穀
が
書
き
入
れ
た
も
の
。

　

19
『
神
鳳
鈔
』
は
、
同
様
に
信
實
に
よ
る
転
写
本
で
「
文
化
辛
未
秋
九
月
朔
利
明
本
田
先
生
請
秘
蔵
使
信
實
謄
写
焉
」
と
定
穀
の
筆

跡
で
書
写
奥
書
が
あ
る
。
や
は
り
定
穀
に
よ
る
本
文
へ
の
朱
筆
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
に
い
て
本
多
利
明
の
も
と
で
転
写
さ
せ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

7
『
五
十
瀬
国
式
社
案
内
記
』
は
、五
十
嵐
久
定
の
著
作
。

内
容
は
度
会
延
佳
著
『
神
名
帳
考
証
』
と
度
会
正
身
が
そ
れ

を
再
考
し
た
二
書
に
基
づ
き
伊
勢
国
二
百
三
十
三
社
を
巡
拝

し
、所
在
地
、距
離
な
ど
を
記
し
た
も
の
。書
写
奥
書
は
定
穀

の
筆
跡
で
「
谷
川
氏
請
所
蔵
信
實
謄
写
焉
于
時
文
政
二
己
卯

年
閏
四
月
晦
日
」
と
あ
り
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
谷
川
家

所
蔵
本
を
請
う
て
信
實
が
転
写
し
た
と
知
ら
れ
る
。「
谷
川
」

と
は
同
じ
八
町
に
住
し
た
谷
川
士こ

と
す
が清
の
谷
川
家
と
み
て
間
違

い
な
い
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
さ
ら
に
定
穀
に
よ
る
校

合
奥
書
が
あ
り
、
朱
・
墨
の
書
き
入
れ
が
多
数
み
ら
れ
る
。

　

52
『
伊
勢
国
多
気
懐
旧
』
は
、
巻
頭
に
「
多
気
御
所
国
司

具
教
卿
家
門
方
」
と
し
て
坂
内
、
大
河
内
、
田
村
な
ど
の
北

図１　587『亜細亜諸嶋志』奥書
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畠
家
の
分
家
十
六
家
の
兵
力
を
「
三
百
騎
」「
千
騎
」
な
ど
と
各
々
示
す
。
そ
の
後
ろ
に
根
拠
地
と
な
る
地
名
お
よ
び
家
臣
名
を
記
し

た
も
の
。
書
写
奥
書
は
定
穀
の
筆
跡
で
「
于
時
文
政
三
年
庚
辰
年
冬
十
月
望
日
使
信
實
謄
写
畢
」
と
あ
る
。
信
實
自
身
に
よ
る
と
み
ら

れ
る
校
合
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
一
本
米
田
玄
春
米
田
玄
蕃
」
の
「
一
本
米
田
玄
春
」
が
朱
筆
で
記
さ
れ
て
あ
る
。

　

他
に
は
576
『
校
正
万
国
管
闚
』
の
序
文
末
に
「
紀
信
實
謹
書
」
と
あ
り
、
350
『
円
光
大
師
御
伝
第
三
十
二
別
行
』
の
奥
書
に
は
「
文

化
拾
五
寅
歳
孟
春　

紀
信
實
写
之
」
と
み
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
定
穀
へ
の
協
力
と
い
う
よ
り
は
信
實
自
身
の
た
め
の
書
写
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
特
に
後
者
は
内
容
か
ら
み
て
も
、
定
穀
の
関
心
か
ら
は
離
れ
て
い
る
の
で
、
定
穀
と
は
無
関
係
の
書
写
で
あ
ろ
う
。

之
保
（
一
八
〇
五
‐
？
）

　

定
穀
の
長
男
。幼
名
木
市（
紀
市
）・
紀
太
郎
・
七
治
郎
。十
三
歳
の
と
き
に
七
治
郎
を
七
郎
兵
衛
と
改
め
る
。文
化
十
五
年（
一
八
一
八
）

二
月
、
稲
垣
家
の
分
家
七
郎
兵
衛
家
へ
養
子
に
入
る（

5
）。
同
年
四
月
に
江
戸
へ
下
り
七
治
郎
と
改
名
。
母
は
定
穀
の
最
初
の
妻
で
あ
る
黒

川
氏
の
女
。
戒
名
「
寧
誉
浄
安
大
徳
」。
定
穀
の
著
『
八
国
接
壌
図
』
は
之
保
が
天
保
五
年
に
出
版
し
た
も
の
で
識
語
に
「
寧
」
の
名

で
出
て
く
る
。

　

568
『
伊
豆
海
嶋
志
』
の
書
写
奥
書
は
「
南
方
海
島
志
三
巻
川
喜
田
氏
所
秘
蔵
頗
当
世
珍
書
懇
請
之
使
野
村
氏
并
男
之
保
謄
写
焉
／
維

時
天
保
壬
辰
年
閏
十
一
月　

六
十
九
翁　

凸
頭
樵
夫
（
定
穀
）
灯
火
校
畢
」
と
あ
り
、野
村
氏
（
不
詳
）
と
と
も
に
書
写
さ
せ
て
い
る
。

筆
蹟
か
ら
定

に
よ
る
加
筆
が
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
信
保

4

4

な
る
人
物
が
書
写
を
行
っ
て
い
る
。
709
『
木
乃
国
図
』
の
奥
書
は
定
穀
の

筆
跡
で
「
紀
伊
国
全
図　

堀
氏
請
所
蔵
使
信
保
模
写
焉　

于
時
天
保
二
年
卯
年
二
月
晦
日
校
畢　

凸
頭
樵
夫
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
信

保
を
堀
氏
の
も
と
へ
派
遣
さ
せ
た
の
か
、貸
出
し
た
の
か
不
明
だ
が
模
写
さ
せ
た
旨
が
知
ら
れ
る
。
同
様
に
148
『
異
本
北
畠
家
古
地
図
』

も
「
維
時
天
保
二
辛
卯
年
春
三
月
望
日
信
保
模
写
焉
備
後
考
云
々
」
と
あ
り
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
定
穀
が
信
保
に
書
写
さ
せ
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た
も
の
と
み
て
よ
い
。
こ
の
「
信
保
」
は
、「
之
保
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
が
確
証
を
得
て
い
な
い
。
ひ
と
ま
ず
推

測
に
基
づ
き
之
保
の
項
目
に
記
し
て
お
く
。

永
田
勝
子
・
了
介
等　

　

100
『
諸
国
大
師
附
内
宮
外
宮
御
師
以
呂
波
分
』
の
奥
書
に
は
「
文
政
十
三
庚
寅
年
孟
冬
日
使
永
田
勝
子
并
了
介
謄
写
之
畢　

凸
頭
樵

夫
校
合
」
と
定
穀
の
筆
跡
で
記
さ
れ
て
あ
り
、
永
田
勝
子
・
了
介
の
両
名
に
書
写
さ
せ
た
も
の
と
し
ら
れ
る
。
了
介
（
一
八
一
一
‐
？
）

は
定
穀
の
三
男
真
三
郎
（
注
４
参
照
。
次
男
は
夭
折
）。
天
保
九
年
に
永
田
九
兵
衛
家
へ
養
子
と
し
て
赴
い
て
い
る
。
近
世
期
、
永
田

家
は
稲
垣
家
の
隣
家
で
あ
っ
た
。
永
田
勝
子
は
そ
の
一
族
と
み
て
お
き
た
い
。

　

そ
の
他
、
578
『
東
韃
日
記
』
も
定
穀
の
命
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
内
容
は
間
宮
林
蔵
の
話
を
村
上
貞
介
が
筆
録
し
た
も

の
で
あ
る
。
一
見
し
て
本
文
と
奥
書
の
墨
書
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
奥
書
は
定
穀
の
墨
書
で
「
文
化
十
癸
酉
四
月
朔
於
東
武
使
彦
子
謄

写
焉
」
と
あ
り
、
江
戸
で
「
彦
子
」
な
る
も
の
に
書
写
さ
せ
た
と
あ
る
。
本
文
中
に
は
定
穀
に
よ
る
朱
筆
訂
正
書
き
入
れ
が
あ
る
。
例

え
ば
漢
字
の
草
書
を
楷
書
に
改
め
た
り
誤
写
を
改
め
た
り
「
ノ
テ
ト
の
崎
」
の
傍
ら
に
朱
筆
を
引
き
、「
未
詳
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
も
「
彦
子
」
が
書
写
し
た
後
に
定
穀
が
加
筆
し
、
書
写
奥
書
き
を
記
し
た
結
果
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

二　

筆
写
不
明
本

　

さ
ら
に
本
文
の
書
写
者
は
記
載
が
な
く
不
明
な
が
ら
、
筆
蹟
か
ら
序
文
や
巻
頭
、
外
題
・
目
次
、
あ
る
い
は
本
文
の
一
部
を
定
穀
が

書
写
し
た
写
本
群
を
取
り
上
げ
る
。
以
下
、
各
資
料
の
部
分
的
な
書
写
範
囲
を
示
す
た
め
に
必
要
に
応
じ
て
巻
数
・
冊
数
・
丁
数
な
ど
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を
記
し
た
。

本
文
の
一
部
を
書
写

　

607
『
礼
佐
能
都
登
記
』
一
冊
は
、
墨
付
き
六
十
九
丁
で
前
三
十
四
丁
が
別
筆
で
後
三
十
五
丁
が
定
穀
筆
。
本
文
を
ほ
ぼ
二
等
分
し
て

い
る
の
で
、
書
写
労
力
を
半
減
し
た
と
捉
え
得
よ
う
。
題
簽
の
染
筆
は
定
穀
。

　

390
『
吉
利
支
丹
書
』
三
巻
（
松
竹
梅
）
三
冊
は
、竹
巻
（
三
十
六
丁
）
の
三
十
四
丁
ウ
五
行
〜
巻
末
ま
で
の
二
丁
半
の
み
定
穀
の
筆
。

な
ぜ
竹
巻
の
巻
末
の
ご
く
一
部
の
み
を
定
穀
が
記
し
た
か
、
疑
念
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

579
『
環
海
異
聞
』
十
五
巻
・
首
序
巻
・
図
巻
十
冊
の
構
成
は
下
記
の
通
り
で
、
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
部
分
が
定
穀
の
筆
跡
で
あ
る
。

　
　

１　

首
巻
・
序
例
・
目
次
・
付
録　
　

２　

巻
一
・
二
漂
流
発
端
他

　
　

３　

巻
三
・
四
ヤ
コ
ー
ツ
カ
他　
　
　

４　

巻
五
・
六
婚
礼

　
　

５　

巻
七
・
八
尺
度
并
里
程
他　
　
　

６　

巻
九
・
十
イ
ル
コ
ー
ツ
カ
発
軫

　
　

７　

巻
十
一
・
十
二
都
府
滞
留　
　
　

８　

巻
十
三
・
十
四
海
路
・
長
崎

　
　

９　

巻
十
五
尾　

雑
事　
　
　
　
　
　

10　

図
巻

　

定
穀
の
書
写
し
た
部
分
は
一
冊
目
の
「
付
録
（
三
十
九
丁
〜
五
十
六
丁
）」
と
、
十
冊
目
の
「
図
巻
」
で
、
そ
の
他
が
別
筆
で
あ
る
。

八
冊
目
の
巻
十
三
、十
四
に
は
「
他
者
」
に
よ
る
奥
書
「
于
時
文
化
六
星
己
巳
仲
冬
日
松
原
氏
請
秘
蔵
写
焉
」
が
あ
る
。
筆
跡
を
比
較

し
て
み
る
と
、
定
穀
の
筆
跡
は
字
間
が
狭
く
や
や
窮
屈
な
印
象
を
受
け
る
の
に
対
し
て
、
別
筆
は
総
じ
て
字
間
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
お

り
違
い
は
判
然
と
し
て
い
る
。
別
筆
部
分
に
は
全
冊
に
わ
た
り
朱
筆
に
よ
る
誤
写
の
訂
正
、
く
ず
し
字
の
崩
し
方
の
是
正
、
送
り
仮
名
、

振
り
仮
名
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
訂
正
は
筆
跡
か
ら
定
穀
に
間
違
い
な
く
、
該
書
も
定
穀
自
身
が
書
写
を
行
わ
な
か
っ
た
部
分
に
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つ
い
て
は
全
巻
に
わ
た
り
手
を
加
え
て
い
る
。
十
冊
目
の
「
図
巻
」
は
本
文
中
の
挿
絵
を
ま
と
め
て
別
冊
と
し
て
一
冊
に
し
た
絵
図
で

あ
る
。
本
文
中
の
朱
筆
訂
正
を
み
る
と
比
較
的
安
易
な
誤
写
や
多
数
の
読
み
仮
名
を
定
穀
は
丁
寧
に
訂
正
し
て
書
き
入
れ
て
い
る
。

　

他
に
1542
『
詩
学
逢
原
』
546
『
田
村
将
軍
墓
誌
併
図
』
566
『
辺
要
分
界
図
考
』
な
ど
も
寄
り
合
い
書
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
定
穀
の

筆
跡
が
み
ら
れ
ず
、
定
穀
以
外
の
他
者
二
人
に
よ
る
合
写
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
楮
紙
に
よ
る
本
文
共
紙
表
紙
に
定
穀
の
筆

跡
で
外
題
が
直
書
き
さ
れ
蔵
書
印
が
あ
る
と
い
っ
た
点
な
ど
か
ら
装
訂
は
定
穀
に
か
か
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
合
写
を
依
頼
し
た
も

の
と
憶
測
さ
れ
る
。

　

584
『
蝦
夷
記
』
と
585
『
北
海
随
筆
』
は
、
本
文
の
筆
跡
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
奥
書
と
外
題
の
筆
跡
の
み
が
共
に
定
穀
で
あ
る
。
前

者
の
奥
書
は
「
寛
政
七
歳
在
乙
卯
仲
夏
既
望
東
武
於
望
芙
亭
敕
写
也
」、
後
者
は
「

寛
政
七
龍
在
乙
卯
仲
夏
東
武
於
望
芙
亭
敕
写
也
」

（
丁
付
墨
書
も
定
穀
）
で
あ
る
。「
敕
写
」
は
誤
た
な
い
よ
う
に
謹
ん
で
書
写
す
る
意
で
あ
ろ
う
が
、
定
穀
の
筆
跡
な
の
で
こ
の
奥
書
で

は
定
穀
に
よ
る
書
写
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。
し
か
し
本
文
の
筆
跡
は
定
穀
で
は
な
い
。
派
遣
あ
る
い
は
貸
し
出
し
に
よ
り
謹
ん
で
書

写
さ
せ
た
意
で
あ
ろ
う
か
。

巻
頭
の
み
書
写

　

1531
『
醍
醐
随
筆
』
一
冊
五
十
三
丁
は
、
外
題
と
序
文
を
含
む
三
丁
三
行
目
四
字
ま
で
が
定
穀
の
筆
。
以
後
巻
末
ま
で
は
別
筆
に
よ
る

一
筆
で
、
や
や
縦
長
の
字
形
で
字
間
を
ゆ
っ
た
り
と
っ
た
大
振
り
な
字
で
あ
る
（
図
２
）。
定
穀
は
一
行
に
つ
き
お
よ
そ
二
十
二
字
で

別
筆
は
お
よ
そ
二
十
字
と
ひ
ら
き
は
あ
る
が
、
一
面
行
数
、
見
開
き
の
余
白
な
ど
は
定
穀
が
示
し
た
書
式
に
準
じ
て
い
る
。
奥
書
は
定

穀
の
筆
跡
で
「
于
時
天
保
三
年
壬
辰
夏
五
月
朔
日　

從
雉
堂
主　

居
六
（
定
穀
）」
と
あ
る
。
や
は
り
別
筆
者
が
転
写
を
終
了
し
た
後

に
定
穀
が
題
簽
の
書
名
と
共
に
奥
書
を
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
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1112
『
五
代
史
司
天
考
』
一
冊
四
十
六
丁
は
、
や
や
丁
寧

に
書
か
れ
て
い
る
が
巻
頭
の
一
丁
が
定
穀
の
筆
跡
と
み
て

よ
か
ろ
う
。
二
丁
か
ら
が
別
筆
。
一
行
字
数
一
面
行
数
見

開
き
の
余
白
な
ど
忠
実
に
書
写
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。

一
丁
の
み
定
穀
が
記
し
て
い
る
目
的
は
、
転
写
を
続
け
る

相
手
に
対
し
て
一
面
行
数
や
一
行
の
字
数
な
ど
の
書
写
形

式
を
手
本
と
し
て
巻
頭
に
示
す
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
別
筆
部
分
の
誤
写
は
定
穀
が
訂
正
を
施
し
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
奥
書
が
な
い
。
391
『
ハ
ア
テ
レ
ジ
ョ
ゼ

フ
御
吟
味
味
書
』
十
通
も
同
様
に
は
じ
め
の
一
通
の
み
定

穀
の
筆
跡
で
、
そ
れ
以
後
は
別
筆
。

　

以
下
は
、
定
穀
の
筆
跡
か
否
か
疑
念
が
残
る
が
、
巻
頭
を
定
穀
が
筆
写
し
た
と
思
わ
れ
、
残
り
を
他
者
が
書
写
し
た
も
の
。
923
『
魏

天
文
志
』
一
冊
は
、
八
十
一
丁
の
う
ち
、
九
丁
ま
で
と
最
終
丁
が
定
穀
の
筆
跡
か
。
定
穀
の
蔵
書
印
「
止
々
軒
」
が
捺
し
て
あ
る
が
断

定
で
き
な
い
。
奥
書
な
し
。
993
『
宋
天
文
志
』
一
冊
は
、
五
十
八
丁
で
、
前
半
十
七
丁
が
定
穀
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
。
仮
名
が
使
用
さ

れ
て
い
な
い
点
で
判
断
を
鈍
ら
せ
る
。
後
半
四
十
一
丁
が
巻
末
ま
で
別
筆
。
奥
書
な
し
。

序
文
の
み
書
写

　

99
『
志
陽
略
誌
』
は
、
葦
田
省
甫
編
の
地
誌
。
序
文
二
つ
「
志
陽
略
誌
序
」「
志
陽
略
誌
自
序
」
の
合
わ
せ
て
二
丁
が
定
穀
の
筆
と 図２　1531『醍醐随筆』 三行目四字までが定穀筆
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見
ら
れ
（
最
初
の
序
文
は
別
筆
か
）、本
文
と
は
明
ら
か
に
筆
跡
が
異
な
る
。
本
文
に
は
定
穀
に
よ
る
訂
正
、注
、貼
り
紙
な
ど
が
あ
る
。

坤
巻
末
に
「
享
保
始
元
…
」
の
本
奥
書
が
あ
り
、
そ
の
後
に
定
穀
に
よ
る
「
文
化
十
三
丙
子
年
孟
春
晦
日
」
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。

三　

寄
贈
資
料

寄
贈 

　
﹇
海
楊
枝
二
本
と
書
き
付
け
紙
片
﹈（
仮
題
・
二
次
寄
贈
）
は
、
爪
楊
枝
に
類
似
し
た
六
㎝
ほ
ど
の
棒
二
本（
6
）と

そ
れ
を
包
ん
で
い
る
書

き
付
け
の
紙
片
一
枚
で
あ
る
。
紙
片
に
は
定
穀
の
筆
跡
で
お
よ
そ
下
記
の
ご
と
く
記
し
て
あ
る
。
海
楊
枝
は
志
摩
菅
島
海
辺
に
の
み
採

れ
る
。
四
季
に
よ
ら
ず
引
き
網
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
海な

ま
こ鼠
の
よ
う
な
も
の
で
、
数
日
干
し
て
研と

い
で
加
工
し
て
作
成
す
る
。
採
れ
た

と
き
に
は
領
主
か
ら
差
し
出
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
定
ま
っ
た
漁
法
も
な
く
稀
に
献
上
す
る
と
。「
文
政
十
三
年
庚
寅
春
菅

嶋
漁
者
参
自
作
の
物
と
て
持
来　

岡
氏
恵
贈
」。
す
な
わ
ち
岡
氏
が
入
手
し
た
後
、
定
穀
の
も
と
へ
も
た
ら
さ
れ
て
定
穀
自
身
が
書
き

付
け
を
し
て
く
る
ん
で
保
管
し
た
も
の
で
あ
る
。
岡
氏
は
、後
に
稲
垣
家
と
縁
戚
関
係
と
な
っ
た
岡
安
定（
一
八
一
〇
‐
一
八
七
四
）か
。

　
『
櫻
島
碑
記
』（
二
次
寄
贈
）
は
、
現
在
も
鈴
鹿
市
桜
島
公
園
に
あ
る
「
吉
澤
櫻
島
碑
記
」（
石
碑
）
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
包

紙
か
ら
「
順
三
郎
」
な
る
人
物
か
ら
「
佐
兵
衛
（
定
穀
）」
に
宛
て
た
書
簡
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
わ
か
る
。
碑
文
に
は
、
津
藩

藩
士
吉
田
重
麗
が
農
家
の
た
め
に
池
を
拡
充
し
、
島
の
中
央
に
桜
を
植
え
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
碑
は
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
の
建
立
な
の
で
、
お
そ
ら
く
建
立
早
々
に
模
写
さ
れ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
﹇
海

図
﹈（
三
次
寄
贈
）
は
、
切
り
紙
に
大
き
く
海

の
図
を
墨
書
き
し
た
も
の
。
そ
の
上
部
余
白
に
定
穀
の
筆
跡
で
「
文
化
十
癸

酉
十
二
月
か
ら
洲
伊
倉
津
村
港
口
捕
写
生
水

図　

市
川
氏
恵
贈
」
と
の
識
語
が
あ
る
。
か
ら
洲
（
香
良
洲
）
の
伊
倉
津
の
港
で
捕
ら
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え
ら
れ
た
ア
ザ
ラ
シ
を
市
川
氏
が
描
き
、
定
穀
に
手
渡
し
た
か
贈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
さ
、
色
、
模
様
を
簡
略
に
描
き
爪
・
毛
が
あ

り
漁
師
が
「
ト
ゝ
ン
」
と
呼
ぶ
、
な
ど
と
い
っ
た
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。
稲
垣
家
の
分
家
、
七
郎
兵
衛
家
の
系
図
（
稲
垣
家
蔵
）
に
三

代
之
信
の
後
妻
が
市
川
氏
の
出
身
と
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
市
川
氏
か
ら
の
贈
与
か
。

　

店
の
手
代
ら
し
き
人
物
か
ら
贈
ら
れ
て
く
る
場
合
も
あ
っ
た
。﹇
多
胡
碑
木
版
画
﹈（
三
次
寄
贈
）
は
、
三
大
石
碑
の
一
つ
多
胡
碑
の

木
版
画
で
あ
る
。
墨
書
に
は
「
先
年
御
噺
申
上
候
上
州
池
村
ニ
御
座
候
多
胡
碑
一
枚
木
版
に
御
座
候
得
共
奉
御
覧
ニ
入
候　

已
上　

三

月
四
日　

川
肥
吉
兵
衛　

旦
那
様　

上
」
と
あ
っ
て
、
川
肥
吉
兵
衛
な
る
人
物
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
も
の
と
わ
か
る
の
だ
が
、
注
目
す

べ
き
は
、「
旦
那
様
」
と
い
う
宛
名
で
あ
る
。
石
碑
の
木
版
画
と
い
う
資
料
の
性
質
上
、
宛
名
の
「
旦
那
様
」
は
歴
代
当
主
の
う
ち
定

穀
と
特
定
し
て
よ
か
ろ
う
。「
旦
那
様
」
と
あ
る
か
ら

に
は
差
出
人
は
番
頭
や
手
代
と
い
っ
た
奉
公
人
で
あ
っ

た
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
物
も
ま
た
、
定
穀
の
資
料
収
集

に
力
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
130
『
伊
賀
国
之
絵
図
』（
図
３
）
46
『
多
度

寺
縁
起
資
財
帳
』『
伊
勢
国
神
都
細
見
図
』（
二
次
寄
贈
）

747
『
常
陸
国
絵
図
』
724
『（
遠
州
大
地
図
）』
735
『
阿
波

之
図
』
732
『（
上
州
絵
図
）』
689
『
淡
路
之
図
』
759
『
近

江
国
大
絵
図
』
の
九
点
に
は
「
波
伯
部
／
百
樹
蔵
」
の

墨
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
田
百
樹
（
？
‐

一
八
一
二
）
の
印
記
。
定
穀
の
随
筆
1
『
凸
頭
遺
稿
』

図３　130『伊賀国絵図』上田百樹蔵書印
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巻
七
に
「
知
友
人
上
田
百
樹
云
…
」
と
記
載
が
あ
る
の
で
、
百
樹
の
生
前
か
否
か
は
と
も
あ
れ
定
穀
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
み
て
問
題

な
い
。
637
『
和
名
鈔
郡
郷
』
の
表
紙
に
は
「
波
伯
部
氏
蔵
闕
本
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、『
倭
名
類
聚
抄
』
の
う
ち
百
樹
が
所
蔵
し
て
い

な
い
部
分
で
あ
る
旨
を
わ
ざ
わ
ざ
書
き
付
け
て
い
る
。
交
友
関
係
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
他
542
『
皇
統
一
覧
』
は
、表
紙
直
書
き
の
書
名
の
下
に
「
永
田
罄
宜
恵
贈
」
と
あ
る
。
書
名
と
と
も
に
後
に
定
穀
が
書
き
加
え
た

も
の
。
151
『
雲
出
川
流
域
図
』
は
「
阿
部
氏
恵
贈
」、
144
『
加
太
村
小
村
の
在
所　

河
内
村
小
村
の
在
所
』
に
は
「
落
合
氏
恵
贈
」
な

ど
と
あ
る
。寄
贈
資
料
で
あ
る
確
証
は
な
い
が﹇
石
川
年
足
墓
誌
拓
本
﹈（
二
次
寄
贈
）は
切
り
紙
一
通
の
形
状
で
、文
政
三
年（
一
八
二
〇
）

に
現
在
の
大
阪
府
高
槻
市
よ
り
出
土
し
た
墓
誌
の
拓
本
で
あ
る
（
碑
自
体
は
現
在
国
宝
）。
書
き
付
け
な
ど
が
な
い
の
で
憶
測
の
域
を

出
な
い
が
、
定
穀
が
足
を
運
ん
だ
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
こ
れ
も
友
人
な
ど
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
付
属
の
紙
片
に

は
出
土
し
た
場
所
と
石
川
年
足
、
及
び
簡
明
な
考
証
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。『
右
近
橘
』（
三
次
寄
贈
）
は
、
実
際
の
橘
の
実
と
枝

葉
が
「
右
近
橘
」
と
だ
け
墨
書
さ
れ
た
楮
紙
に
く
る
ま
れ
た
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
同
様
に
寄
贈
者
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が

知
友
か
ら
の
恵
贈
品
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
定
穀
は
自
身
に
よ
る
転
写
や
実
地
踏
査
に
お
け
る
書
写
活
動
の
み
な
ら
ず
、
親
族
知
友
等
に
原
本
を
転
写
さ
せ
て

資
料
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
た
。
定
穀
は
転
写
を
任
せ
た
場
合
後
に
そ
の
部
分
を
閲
読
し
、誤
字
や
読
み
を
丁
寧
に
書
き
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
後
継
者
養
成
の
意
図
が
あ
っ
た
と
も
と
ら
え
得
よ
う
。
現
に
実
子
之
保
は
定
穀
の
著
『
八
国
接
壌
図
』
を
刊
行
す
る

ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
知
人
か
ら
の
資
料
寄
贈
な
ど
に
も
助
け
ら
れ
資
料
は
集
積
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
蔵
書
中
に
は
奥
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書
や
識
語
が
な
い
も
の
の
同
様
に
周
辺
の
尽
力
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
寄
贈
収
集
さ
れ
た
も
の
が
多
々
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
定
穀
の
手

足
と
な
っ
て
資
料
充
実
へ
の
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
親
類
縁
者
や
知
友
（
不
明
者
も
含
め
て
）
の
活
躍
が
あ
っ
て
こ
そ
、
彼
の
学
問

は
あ
っ
た
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）
拙
稿
「
稲
垣
文
庫
と
稲
垣
定
穀
」（
平
成
二
十
三
年
五
月
、
中
京
大
学
図
書
館
学
紀
要
第
三
十
二
号
所
収
）
に
記
し
た
。

（
２
）実
地
踏
査
・
測
量
に
お
け
る
記
録
と
し
て
154『
白
鳥
塚　

付
近
絵
図
』155『
白
鳥
山
』168『
七
国
見
界
図
』174『（
志
摩
の
国
見
取
図
）』

722
『（
熱
海
之
絵
図
付
図
）』。
著
書
と
し
て
164
『
八
国
接
壌
図
』
165
『
伊
勢
国
図
（
八
国
接
壌
図
）』
879
『
犬
石
考
』
31
『
神
田
記
』。

自
筆
稿
本
と
し
て
95
『
山
川
門
上
』
96
『
山
川
門
』
156
『
神
州
名
勝
図
説
』
167
『
七
国
見
界
図
』。
試
摺
り
と
し
て
554
『
坤
輿
全
図
説
』

な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
定
穀
が
伊
勢
国
の
絵
図
・
地
誌
作
成
の
た
め
に
国
内
を
踏
破
し
て
い
た
様
子
は
下
記
の
資
料
な
ど
に
出
て
く
る
。

　
　
　
『
見
山
翁
墓
誌
銘
』（
稲
垣
家
蔵
。
見
山
は
定
穀
の
号
。
津
藩
士
塩
田
隨
斎
に
よ
る
）。「
跋
渉
山
川
窮
探
海
嶋
測
地
脉
量
躔
度
欣

然
不
倦
…
」。                                  

　
　
　

164
『
八
国
接
壌
図
』（
川
北
丹
霊
序
文
）「
あ
ま
た
の
と
し
月
こ
ゝ
に
物
し
、
か
し
こ
に
ま
ら
つ
る
の
つ
い
て
或
は
は
つ
秋
の
そ

ら
す
む
こ
ろ
は
、
こ
と
さ
ら
に
も
お
も
ひ
催
し
て
高
き
峯
、
広
き
浜
辺
に
立
出
て
そ
の
か
な
め
く
に
針
引
渡
し
、
あ
る
は
百
川
の

水
上
を
求
て
国
の
限
り
を
う
か
ゞ
ひ
あ
る
は
八
十
瀬
の
流
ひ
ら
山
の
地
脉
を
見
て
は
郡
の
境
を
思
ひ
、
あ
る
は
天
を
度
り
地
を
側

量
よ
ろ
ず
を
考
へ
、
よ
く
腹
に
味
へ
て
、
や
が
て
此
国
の
古
記
図
を
取
出
て
み
だ
れ
た
る
を
加
へ
、
た
が
へ
る
を
し
ら
べ
さ
ら
に

八
国
接
壌
の
図
を
箸
さ
れ
け
る
」。
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165
『
伊
勢
国
図
（
八
国
接
壌
図
）』（
川
北
丹
霊
序
文
）「
吾
友
稲
垣
定
穀
な
む
数
多
の
年
月
を
重
て
お
く
山
の
奥
深
ま
で
か
き

集
て
細
谷
川
の
流
末
広
く
さ
ぐ
り
求
、
ま
た
高
山
の
く
め
路
を
登
り
て
炭
焼
翁
に
峯
の
嵐
の
跡
を
尋
ね
、
ま
た
広
き
浜
方
に
至
て

塩
焼
海
士
人
に
磯
う
つ
浪
の
立
居
を
聞
、
う
ら
ま
め
に
万
を
と
ゞ
め
て
さ
ら
に
筆
を
起
し
て
文
政
五
年
伊
勢
志
略
六
巻
を
な
ん
撰

ば
れ
け
る
」。

（
４
）
稲
垣
家
略
系
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─                                                  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┬
│
│
│
│
│
│
┘                                    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　

─

１　

享
保
７　

８
３
没　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

浄
運　
　

┤　
信2
　
宝
暦
5
　
7
4
没

峯
（
浄
友
）
│
│　
信3
　
天
明
元
　
6
1
没

忠
（
信
安
）　　

┬　
才
（
女
）                          

　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　

┬　
勘
兵
衛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
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─　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
─

　
　
　
　

┬　
冨
益
（
分
家
・
七
郎
兵
衛
家
↓
）　　
　
　

─　
┬
│
│
│
│
│
│　
信6
　
慶
応
4
　
8
3
没

實
（
從
吉
・
信
篤
）

　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
─

　
　
　
　

┌　
八
郎
兵
衛
（
川
喜
田
家
へ
養
子
）　　
　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
信4
　
文
化
7
　
6
0
没

顯
（
信
泰
）　　
　

─ 

７　

大
正
３　

７
４
没

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　
　

┬　

之
助　
┤　
佐8
　
明
治
2
5
分
家

喜
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　

┌　
幸9
　
昭
和
4
3
　
8
8
没

三
郎
…
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┌　
定5
　
天
保
6
　
7
2
没

穀
（
信
久
）│
┘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┬　
三
從
（
女
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┬　
之
保
（
信
保
か　

七
郎
兵
衛
家
へ
養
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┌　
了
介
（
真
三
郎　

永
田
家
へ
養
子
）
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定
穀
の
実
子
が
六
代
を
継
が
ず
四
代
信
顯
の
子
信
實
が
跡
継
ぎ
と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
信
忠
の
妻
は
民
。

二
人
の
間
に
は
男
子
定
穀
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
穀
の
姉
才
に
婿
養
子
信
顯
を
入
れ
て
四
代
と
し
て
い
る
。
民
が
信
忠
に

嫁
い
だ
の
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
で
、
信
忠
三
十
九
歳
・
民
三
十
二
歳
で
あ
っ
た
（
あ
る
い
は
再
婚
な
の
か
も
し
れ
な
い
が

系
図
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
）。
信
顯
を
婿
養
子
と
し
た
時
期
は
結
婚
三
年
目
の
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
で
あ
る
。
推
測
の

域
を
出
な
い
が
、
も
は
や
信
忠
に
男
子
誕
生
の
見
込
み
は
な
い
と
判
断
し
て
の
処
置
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
信

顯
が
稲
垣
家
に
入
っ
た
翌
々
年
の
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
定
穀
が
誕
生
し
た
。
思
わ
ぬ
慶
事
で
あ
っ
た
が
、
い
っ
た
ん
養
子

に
迎
え
た
信
顯
を
追
い
出
し
て
実
子
に
跡
を
嗣
が
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
信
顯
・
定
穀
の
順
に
家
督

を
嗣
が
せ
六
代
は
信
顯
の
男
子
信
實
が
継
ぎ
、
定
穀
の
娘
三
從
と
を
娶
っ
て
い
る
。
そ
の
間
に
で
き
た
子
に
七
代
を
嗣
が
せ
て
い

る
。
す
な
わ
ち

之
助
で
あ
る
。

（
５
）
七
郎
兵
衛
家
は
宝
暦
年
間
に
稲
垣
本
家
二
代
信
峯
の
弟
冨
益
（
七
郎
兵
衛
・
利
右
衛
門
）
を
初
代
と
す
る
稲
垣
家
の
分
家
。
現

在
、稲
垣
家
に
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
以
降
に
之
保
が
執
筆
し
た
『
系
譜
』
が
伝
わ
る
。
七
郎
兵
衛
家
の
当
主
の
み
略
記
す
る
。

注
（
４
）
参
照
。

　
　
　

冨1

益
（
七
郎
兵
衛
・
利
右
衛
門
）　　

 

之2

純
（
浄
立
） 　
　

 

之3

信 　
　

 

之4

保 　
　

…
…

（
６
）
二
〇
一
二
年
四
月
六
日
付
け
の
読
売
新
聞
三
重
版
二
十
七
頁
に
尾
鷲
の
海
産
物
商
店
が
鰹
の
尾
で
爪
楊
枝
が
作
れ
る
こ
と
を
他

の
漁
師
か
ら
聞
き
作
成
し
た
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
も
の
か
。

附
記　

稲
垣
家
御
当
主
稲
垣
年み

の
る ・
雅
子
ご
夫
妻
の
ご
教
示
、
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


